
 

第３回大分大学教員評価結果（平成２５年度実施）について 

 

 国立大学法人大分大学では，平成２５年度に，大分大学教員を対象とした『大

学教員評価』を実施しました。評価の概要は，次のとおりです。 

 

【大学教員評価が目的としていること】 

（１） 大学教員個人の教育研究活動等の質の向上を図ります。 

（２） 大分大学の諸機能を強化する取組への積極的関与を促すことにより，

本学における教育研究活動等の総合的機能を強化します。 

 （３） 大分大学教員の教育研究活動等の状況について，説明責任を含む社

会的責任を果たします。 

 

【対象年度】 

  平成２２年度から平成２４年度の３年間に係る大分大学教員の教育研究活

動等について，評価しました。 

 

【対 象 者】 

  大分大学教員（教授，准教授，専任の講師，助教，助手）で，平成２５年

４月１日に在籍する５８２名の内，在職１年未満，長期研修中，産前産後休

暇中，育児休暇中，長期休暇中の者を除いた５０４名を対象に実施しました。 

 

【領  域】 

  「教育活動」，「研究活動」，「社会貢献活動」，「管理運営活動」，「診療活動」

の５領域としています。ただし，診療を行わない部局については，「診療活動」

を除く４領域です。 

 

【評価結果】 

  各学部・センター等の教員については，各教員の能力や特性に応じた活動

を行っており，総合評価結果（図２）のとおり，「特に優れている（４点以上）」

教員が全体の 38.5％，「優れている（３点以上４点未満）」教員が全体の 42.7％，

「水準に達している（２点以上３点未満）」教員が全体の 12.7％となっていま

す。約 94％の教員が水準以上ということになります。 

  なお，「やや問題があり改善の余地がある（１点以上２点未満）」及び「問

題があり改善を要する（１点未満）」に該当する教員には，その事情を精査し，

必要な場合は，学長から部局長を通じて活動改善のための指示を出すことに

なっています。 

  今後，今回の評価結果について検証を十分に行い，次回の評価へ向けて改

善を行います。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※評価対象外＝在職１年未満，長期研修中，産前産後休暇中，育児休暇中，長期休暇中の者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総 合 評 価 点 総  合  評  価 

４点以上 特に優れている 

３点以上４点未満 優れている 

２点以上３点未満 水準に達している 

１点以上２点未満 やや問題があり改善の余地がある 

１点未満 問題があり改善を要する 
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